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「人口減少を考える」

リモートワークできる環境を！リモートワークできる環境を！

子育て世代の定住を！子育て世代の定住を！

～人口減少を考える
～

語ろう登米市の未来！

　今回は、市民と議員が一緒に、共通の課題

を通して、様々な話合いが出来るようにと考

え、テーマを設定し、意見を交わしました。それぞれの会場で、多くの貴重なご意見をいただきました。
皆様からいただいたご意見は報告書にまとめ、後日、議会ホームページでお知らせする
とともに、議会と常任委員会で調査・検証し、活動に生かしてまいります。

　７月15日、「語ろう登米市の未来！」

出産・子育て
・住みよいまちを創ってほしい。

・子どもたちの可能性を伸ばすことが重要。

・子ども関連の予算を増やしてほしい。

・子どもたちにお金を使うやり方で、まちづくりをしてほしい。

『こうしたら！？こうなればいいね！！』
各会場での意見を抜粋してお知らせ！

　をテーマに、旧町域９カ所で意見交換
会を開催し、延べ75名の皆様に参加いた
だきました。

若　者
・人口減少は目に見えてきているので、いる人たちで何とかしていくしかない。

・現在の人口維持が大切。生まれてから卒業までどれだけサポートできるか。

・これからの本市を担っていく高校生や若い世代の意見を聞く意見交換会が必要。

地域づくり
・伝統的な文化があるが、疲弊している。

・登米市ならではの企画を実現してほしい。

・人口減少で地域コミュニティが成り立たない。

・行政区を再編し、地域の活力を生み出す取組を。

移　住
・市の誇れるものをもっとPRすべき。

・農林業を今以上にアピールするべき。

・基幹産業を生かし、市外から働く人や移住する人を受け入れる。

就　業
・農業を活かす産業が必要不可欠。

・市外へ進学後に戻ってこない。

・農業の働き手がいないので外国人を受け入れるアクションを起こしてほしい。

・有望な企業誘致に工夫を。
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　令和6年定例会6月定期議会は6月3日～19日までの17日間開会され、
議案19件を審議し、すべて原案の通り可決しました。

６月定期議会で話し合ったこと

■ 補正予算

＊議案第46号 令和６年度 一般会計補正予算(第2号)から
　議案第48号 令和６年度 水道事業会計補正予算(第1号)まで

主な補正内容は下記の通りです。

・市制施行20周年記念事業
本市の将来像の実現に向けて一体感の醸成を図り、未来へ
つなぐまちづくりの起点とするため記念事業を行うもの

（455万円）

・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業
予防接種法のB類疾病に位置づけられたことに伴い、定期
接種となることから、接種体制への助成により個人の発
病やまん延予防を図るもの　　　　　  （2億3041万円）

・児童手当給付事業（制度改正分）
児童を養育する家庭に児童手当を支給することで、生活
の安定と次代を担う児童の健全な育成や資質の向上を図
るもの　　　　　　　　　　　　　　  （1億4161万円）

・有機農業産地づくり推進事業
環境保全型農業の次のステップとして農業者や関係機関等
の連携によりオーガニックビレッジ等の取組みを進め、更
なる有機農業の推進を図るもの　　　　　　（296万円）

・マイナンバーカードと健康保険証の一体化に
　向けたシステム改修等事業
法律等の一部改正により、令和6年12月から現行の健康
保険証の発行が終了することから、システム改修等を行
うもの　　　　　　　　　　　　　　　　  （877万円）

Q　市制施行20周年事業に係る総務

企画常任委員会からの提言は、反映

されているのか。

　　姉妹都市締結の件では、記念事

業を実施する中で各部局にて検討が

進められていると認識している。

Q　有機農業産地づくり推進事業で

の目標面積はいくらか。

A　現在の149haから令和11年度に

200haまで拡大したい。

Q　目標達成するには新たに有機農業

に取組む農家を増やすための方策が必

要では。

A　具体的な方策は、今後関係団体

と協議検討していく。

＊議案第49号
Q　いま、人権擁護条例を制定する
意図は何か。
A　人権は新しいステージに入って
いる。市民一人一人にしっかり意識
を高めてもらいたいと考えた。
Q　相談体制の充実とは具体的に何か。
A　相談窓口に係る情報周知の強化
や、迅速な窓口対応を考えている。

＊議案第50号
Q　情報通信の技術を使うことで、
どの程度の経費圧縮を見込むのか。
A　今回はさまざまな手続きができ
るようにする準備である。書かない
窓口、待たせない窓口などで効果を
期待する。
Q　高齢の方なども大丈夫か。
A　手書きも残し、対応していきたい。

＊議案第51号
Q　この改正で国保税収は向上する
のか。
A　軽減範囲が拡大したこともあ
り、一概に判断できない。

A

Q

A

A

Q

Q

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

Q

＊議案第49号
人権擁護に関する条例の制定
　すべての市民が人権を侵害されることなく、安心し
て暮らせる人権尊重のまちづくりを目指します。

＊議案第50号
行政手続等における情報通信の技術の利用
に関する条例の全部改正
　手続きや縦覧等のオンライン化や、決済方法の拡充
を可能とするためのルール改正です。 　一般会計では、歳入歳出それぞれ10億343万円を追加し、予算の総額を871億

5419万円としました。また、財源が全額国庫支出金である、「非課税世帯等支
援給付金事業」2億2767万円や「定額減税補足給付金(調整給付)事業」3億5262
万円、合計5億8029万円の専決処分の報告を受けました。

反対討論
　表題からは、現行の保険証を継続して使いたいとも受
け止められる。
　趣旨はマイナンバー保険証の課題解決をもとめるもの
だから、趣旨が伝わる表題に改めるべきだ。

賛成討論
　現行保険証の拙速な廃止を行うべきではないという部
分が一番強調されるべきであり、課題解決は国が行うも
のだ。原案のとおりで良い。

■ 条例の制定

■ 条例の全部改正

■ 条例の一部改正

※採決結果欄　（〇）は賛成、（×）は反対または賛成しなかったもの。

●意見書の審議結果
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2625242322212019181716151413121110987654321
議員氏名 採　　　　決　　　　結　　　　果

議案名

可決４21○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
発議第2号
　現行の健康保険証の存
続を求める意見書

議　

長

＊発議第2号
現行の健康保険証の存続を求める意見書
　マイナ保険証に対する不安がある中、現行の健康保険証の廃止を拙速に行わないよう、国会
に意見書を提出します。

＊議案第51号
国民健康保険税の一部を改正
　賦課限度額、保険税軽減の低所得者世帯にかかる所
得判定基準を見直します。

■ 意見書
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こんな質疑がありましたこんな質疑がありました

こんな質疑がありましたこんな質疑がありました
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に
と
っ
て
は
非
常
に
大
切
な

役
割
で
あ
る
。
こ
の
事
業
を

行
う
こ
と
に
よ
り
「
こ
っ
ち

の
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
よ
」

と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
な

い
。
予
算
の
登
用
の
仕
方
、

予
算
の
在
り
方
を
し
っ
か
り

と
踏
ま
え
た
上
で
市
民
生
活

の
向
上
に
つ
い
て
も
議
会
と

協
議
を
し
な
が
ら
進
め
る
。

　
　

基
幹
産
業
の
振
興
こ
そ

地
域
活
性
化
の
糸
口
で
あ

り
、
そ
の
振
興
な
く
し
て
地

域
活
性
化
は
あ
り
得
な
い
。

今
、
畜
産
農
家
は
非
常
に
困

窮
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
更

な
る
市
の
支
援
を
講
じ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　

一
自
治
体
で
は
支
え
き

れ
る
範
囲
を
超
え
て
お
り
、

国
策
と
し
て
農
業
を
守
っ
て

い
く
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

国
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
に
支
援

を
要
望
し
て
い
く
と
と
も

に
、
市
と
し
て
で
き
る
範
囲

で
早
急
に
支
援
す
べ
き
と
考

え
、
今
回
の
補
助
金
を
上
乗

せ
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　

市
民
か
ら
は
市
民
生
活

に
も
っ
と
寄
り
添
っ
て
ほ
し

い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

国
の
補
助
金
や
合
併
特
例

債
の
活
用
期
限
あ
り
き
で
の

説
明
だ
け
で
は
同
調
で
き
な

い
。
改
め
て
市
民
生
活
の
充

実
を
担
保
す
る
約
束
を
含
め

て
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

こ
の
計
画
は
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
も
の

で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　

市
民
生
活
を
し
っ
か
り
と

支
え
て
い
く
こ
と
も
、
行
政

　
　

本
市
で
は
、
多
く
の
施

設
を
指
定
管
理
に
出
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
登
米
市
内
の

公
民
館
は
、
各
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
な

ど
に
指
定
管
理
を
委
託
し
専

任
職
員
の
指
導
の
下
、
総
合

的
な
社
会
教
育
施
設
と
し
て

管
理
、
運
営
し
て
い
る
。
運

営
方
法
に
関
し
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
特
色
が
あ
っ
て
い
い

が
、
職
員
の
配
置
や
各
種
団

体
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

は
一
定
の
ル
ー
ル
が
あ
る
と

思
う
。
そ
の
考
え
方
に
つ
い

て
研
修
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
改
め
て
指
導
す
べ
き
と

思
う
が
。

　
　

公
民
館
に
つ
い
て
は
、

社
会
教
育
法
の
規
定
に
基
づ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
民
館

事
業
を
実
施
し
て
い
た
だ

く
。
そ
の
設
置
目
的
や
位
置

づ
け
機
能
も
含
め
て
地
域
の

判
断
で
勝
手
に
変
え
た
り
は

で
き
な
い
。
公
民
館
に
は
法

に
基
づ
い
て
館
長
を
置
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
館
長
に

係
る
人
件
費
を
館
長
以
外
の

方
に
流
用
は
で
き
な
い
。
問

題
点
が
あ
れ
ば
、
改
善
指
示

等
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い

く
。

　
　

市
民
病
院
は
、
市
民
に

と
っ
て
最
後
の
砦
で
あ
る
。

現
状
の
医
療
体
制
で
い
い
の

か
。
私
と
し
て
は
、
労
働
環

境
の
改
善
、
医
療
、
介
護
従

事
者
の
処
遇
改
善
が
必
要
だ

と
思
う
が
。

　
　

医
師
の
仕
事
を
複
数
の

職
種
で
分
け
合
う
タ
ス
ク
シ

フ
ト
・
シ
ェ
ア
を
進
め
、
各

部
門
で
定
期
的
に
面
談
を
行

い
働
き
や
す
い
体
制
づ
く
り

を
整
え
て
い
く
。
処
遇
改
善

に
つ
い
て
は
、
人
材
確
保
手

当
の
引
き
上
げ
に
取
組
む
。

相澤吉悦 議員

指定管理者によって管理されている
公共施設（迫公民館）

指定管理者によって管理されている
公共施設（迫公民館）

日本の食料自給率の推移日本の食料自給率の推移

居住誘導区域色分け図居住誘導区域色分け図

市民説明会の様子市民説明会の様子

AED（迫総合支所）AED（迫総合支所） 市民説明会の配布資料市民説明会の配布資料

問
指
定
管
理
に
つ
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て

答
問
題
点
が
あ
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ば

改
善
指
示
し
て
い
く

問

問答

答

　
　

今
回
の
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
」
改
正
は
こ
れ

か
ら
の
日
本
農
業
を
大
き
く

変
え
て
い
き
、
本
市
農
業
者

へ
の
影
響
も
少
な
く
な
い
。

　

特
に
「
食
料
供
給
困
難
事

態
対
策
法
」
に
お
い
て
は
、

国
が
強
制
的
に
生
産
転
換
や

作
付
け
品
種
の
指
定
、
増
産

の
計
画
書
提
出
が
規
定
さ

れ
、
違
反
者
へ
の
罰
則
ま
で

設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
ん
な
こ
と
が
法
律
と
し

て
定
め
ら
れ
る
こ
と
自
体
を

大
い
に
疑
問
視
し
て
い
る
。

　

国
の
法
律
と
は
い
え
、
地

方
自
治
体
や
農
業
者
の
主
権

を
制
限
す
る
よ
う
な
法
律
に

は
「
法
律
で
定
め
ら
れ
た
主

権
あ
る
地
方
自
治
体
」
と
し

て
、
国
に
対
し
て
見
直
し
な

ど
の
意
見
を
述
べ
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

近
年
の
気
候
変
動
や
世

界
情
勢
な
ど
食
料
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
状
況
に
対
処
す
る

た
め
の
法
律
と
理
解
す
る

が
、
農
業
者
の
生
産
の
自
由

が
制
約
さ
れ
る
可
能
性
は
危

惧
し
て
い
る
。
同
法
案
に
つ

い
て
は
ま
だ
不
明
な
点
も
あ

り
、
情
報
収
集
に
努
め
必
要

に
応
じ
て
声
を
上
げ
て
い
く
。

　
　

同
法
律
で
は
食
料
供
給

困
難
事
態
へ
の
対
処
と
し
て
、

更
な
る
輸
入
の
拡
大
、
ゲ
ノ

ム
編
集
作
物
推
進
な
ど
と
し

て
い
る
。
本
来
は
自
給
自
足

率
向
上
を
目
指
す
べ
き
だ
と

考
え
る
が
本
市
の
見
解
は
。

　
　

現
在
、
主
食
の
「
米
」

に
つ
い
て
の
減
反
率
は
ほ
ぼ

5
割
に
達
し
て
い
る
こ
と
自

体
が
異
常
と
認
識
し
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
利
用
し
、
申
し
伝
え
て

い
き
た
い
。

佐々木好博 議員

問
農
業
基
本
法
改
正
に
声
を
上
げ
る
べ
き

答
内
容
を
見
極
め
地
域
の
声
を

届
け
て
い
く

問

問

問

問

答

答

　
　

登
米
市
（
仮
称
）
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
方

針
に
関
す
る
市
民
説
明
会
が

３
回
実
施
さ
れ
た
。
市
民
へ

の
説
明
に
用
い
た
資
料
の
図

に
つ
い
て
、一
級
市
道
北
方
・

中
田
線
の
一
部
が
施
設
敷
地

と
重
な
る
旨
の
表
記
と
な
っ

て
い
る
。
市
道
の
変
更
に
つ

い
て
法
律
な
ど
手
続
上
の
問

題
点
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
。

答　

説
明
資
料
の
図
に
つ
い

て
は
、
事
業
内
容
を
分
か
り

や
す
く
す
る
た
め
、
あ
く
ま

で
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
作
成
し

た
も
の
で
あ
る
。
市
道
を
施

設
に
含
め
る
考
え
は
な
い
。

問　

こ
の
資
料
で
説
明
さ
れ

た
方
は
、
図
に
記
載
の
と
お

り
の
事
業
と
理
解
す
る
と
思

う
。単
に
イ
メ
ー
ジ
図
で
し

た
と
い
う
説
明
で
は
済
ま
な

い
と
考
え
る
が
、
資
料
を
精

査
し
た
上
で
再
度
市
民
説
明

会
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

答　

新
た
に
市
民
説
明
会
を

開
催
す
る
予
定
は
な
い
。

問　

そ
れ
で
は
、
あ
く
ま
で

イ
メ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
で
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
同
じ

図
を
掲
載
す
る
の
か
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
改

め
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
。

問　

交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設

費
を
１
４
７
億
円
と
見
積

も
っ
て
い
る
が
、
建
設
費
が

高
騰
す
る
中
で
市
の
負
担
は

更
に
増
え
な
い
か
。

答　

ま
だ
検
討
段
階
の
金
額

で
あ
り
、
今
後
も
具
体
的
な

検
討
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
公
共
施
設
等
の
在
り
方
に

つ
い
て

岩渕正弘 議員

問
市
民
説
明
会
の
資
料
に
誤
り
が
あ
る

答
あ
く
ま
で
も
イ
メ
ー
ジ
図

で
あ
る

　
　

立
地
適
正
化
計
画
で

は
、
居
住
誘
導
区
域
内
の
人

口
密
度
は
維
持
し
た
い
と
し

て
い
る
が
、
現
在
進
行
形
で

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
の

だ
か
ら
、
人
口
減
少
に
見
合

う
居
住
誘
導
を
現
時
点
で
打

ち
出
す
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　

現
段
階
で
、
居
住
誘
導

区
域
内
へ
の
具
体
的
な
策
は

持
っ
て
い
な
い
。
人
口
推
移

も
人
口
問
題
研
究
所
で
示
す

通
り
と
考
え
て
い
る
。

　
　

人
口
問
題
研
究
所
が
示

す
令
和
22
年
の
人
口
密
度
は

26
・
3
人
/
ha
で
あ
る
。
こ

の
想
定
す
る
区
域
内
人
口
は

９
８
０
０
人
く
ら
い
だ
。
１

２
０
０
人
ほ
ど
多
い
人
口
を

想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

人
口
減
少
を
半
分
程
度
に

抑
え
な
け
れ
ば
計
画
に
示
す

人
口
密
度
は
維
持
さ
れ
な
い

が
、
具
体
策
の
目
途
は
。

　
　

先
進
例
や
国
の
支
援
メ

ニ
ュ
ー
も
考
え
な
が
ら
、
で

き
る
だ
け
早
く
制
度
設
計
を

し
た
い
。

　
　

居
住
誘
導
区
域
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
具
体
的
な
居

住
誘
導
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

見
え
な
い
。
再
開
発
プ
ラ
ン

が
必
要
で
は
な
い
か

　
　

人
口
減
少
は
現
在
進
行

形
だ
。
庁
内
横
断
的
に
進
め

た
い
。

　
　

今
の
ま
ま
で
は
「
緩
や

か
な
居
住
誘
導
」
が
「
緩
や

か
な
検
討
」
に
な
っ
て
し
ま

う
。
市
長
に
は
ぜ
ひ
指
導
力

を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

　
　

都
市
再
生
特
別
措
置
法

は
、
私
自
身
も
何
度
か
国
交

省
と
も
掛
け
合
っ
た
。
時
機

を
逸
し
な
い
よ
う
頑
張
り
た

い
。

曽根充敏 議員

問
居
住
誘
導
を
具
現
化
す
る
施
策
は

答
こ
れ
か
ら
庁
内
横
断
的
に

検
討
す
る

熊谷康信 議員

問
更
な
る
市
民
説
明
会
を
！

答
再
度
説
明
会
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い

　
　

自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
率
が
低

い
現
状
で
あ
る
。
理
由
と
し

て
「
設
置
場
所
の
周
知
が
徹

底
さ
れ
て
い
な
い
」「
使
用

経
験
が
な
い
」
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
使
用
率
向
上
を

図
る
た
め
、
以
下
４
点
に

し
っ
か
り
取
組
む
べ
き
と
考

え
る
が
市
長
の
見
解
を
伺

う
。　
　

　

①
設
置
場
所
に
つ
い
て
、

さ
ら
な
る
周
知
を
図
る
こ

と
。②
本
市
に
お
い
て
年
６

回
開
催
さ
れ
て
い
る
普
通
救

命
講
習
会
の
さ
ら
な
る
周
知

を
行
い
、
参
加
者
の
増
加
を

図
る
こ
と
。③
女
性
に
配
慮

し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
例
を
講

習
会
で
し
っ
か
り
説
明
し
、

女
性
へ
の
使
用
率
向
上
に
つ

な
げ
る
こ
と
。④
市
内
の
公

共
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る

す
べ
て
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
、
女
性

へ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

す
る
た
め
、
三
角
巾
を
配
備

す
る
こ
と
。

答　

①
に
つ
い
て
は
、
設
置

し
て
い
る
公
共
施
設
の
玄
関

付
近
な
ど
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

マ
ー
ク
を
掲
示
す
る
。②
に

つ
い
て
は
、
増
加
傾
向
に
あ

り
、
今
後
に
お
い
て
も
応
急

手
当
の
さ
ら
な
る
普
及
啓
発

に
努
め
る
。③
に
つ
い
て
は
、

講
習
会
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
。④
に
つ
い
て

は
、
市
の
公
共
施
設
に
配
置

し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
三
角
巾

を
配
備
し
、
使
用
方
法
を
含

め
た
講
習
会
と
し
て
開
催
す

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
風
し
ん
抗
体
検
査
の
取
組

に
つ
い
て

熊谷和弘 議員

問
A
Ｅ
Ｄ
の
使
用
率
向
上
を

答
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
に

努
め
る

農
業
振
興
に
つ
い
て

問問

問 問

問 答

答 答 答答

問

問問

問 答

答答答

答

答

一 般 質 問一 般 質 問

ー 一般質問の録画配信をＱＲコードからご覧いただけます ーー 一般質問の録画配信をスマートフォン等から簡単にご覧いただけるよう、ＱＲコードを掲載しました。
　　 各議員の一般質問の様子がご覧になれますので、ぜひご利用ください。ー

一
般
質
問

特　
　

集

定
期
議
会

要
望
書
・
陳
情
書

意
見
書
・
政
務
活
動
費

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ

委　

員　

会

一
般
質
問

特　
　

集

定
期
議
会

要
望
書
・
陳
情
書

意
見
書
・
政
務
活
動
費

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ

委　

員　

会
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外
の
交
流
や
産
業
経
済
活
動

の
活
性
化
に
効
果
を
も
た
ら

す
要
所
と
捉
え
て
い
る
。

　

現
在
、
梅
ノ
木
・
平
柳
線

付
近
に
企
業
用
地
、
住
宅
用

地
を
整
備
す
る
具
体
的
な
計

画
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

が
、
民
間
に
よ
る
開
発
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
周
辺
の

活
用
方
策
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
が
必
要
と
捉
え
て
い

る
。

　

民
間
の
力
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
絶

対
可
能
と
思
う
。

　

今
後
は
、
開
発
の
要
望
や

区
画
整
理
な
ど
の
要
望
、
希

望
が
あ
れ
ば
市
も
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
捉
え

て
い
る
。

　
　

み
や
ぎ
県
北
高
速
幹
線

道
路
利
用
の
中
心
と
な
る
佐

沼
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
、

広
域
高
速
交
通
網
の
効
果
を

最
大
限
享
受
で
き
る
施
設
と

捉
え
、
施
設
の
価
値
を
最
大

限
活
か
す
都
市
づ
く
り
に
挑

む
考
え
を
質
す
。

①
10
年
度
開
通
を
め
ざ
し
工

事
を
進
め
て
い
る
梅
ノ
木
・

平
柳
線
付
近
の
全
部
ま
た
は

一
部
の
区
域
を
企
業
用
地
、

住
宅
用
地
な
ど
に
創
出
す
る

考
え
は
な
い
か
。

②
地
権
者
、
事
業
者
、
市
民

皆
様
と
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
市
民
会
議
を
立
ち

上
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

佐
沼
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
に
つ
い
て
は
、
東
北

縦
貫
自
動
車
道
と
三
陸
沿
岸

道
路
を
結
ぶ
広
域
幹
線
道
路

軸
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

う
、
み
や
ぎ
県
北
高
速
幹
線

道
路
の
整
備
に
伴
い
、
市
内

　
　
「
子
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」
は
、
親
が
就
労
し
て

い
な
く
て
も
子
ど
も
を
保
育

所
な
ど
に
預
け
る
こ
と
が
で

き
る
新
た
な
制
度
。
国
は
試

行
的
な
事
業
と
し
て
、
６
か

月
か
ら
３
歳
未
満
児
の
１
人

あ
た
り
の
利
用
時
間
の
上
限

を
「
月
10
時
間
」
と
し
て
い

る
。
８
年
度
に
は
新
た
な
通

園
制
度
と
し
て
全
国
す
べ
て

の
自
治
体
で
実
施
す
る
方

針
。
こ
れ
に
対
し
保
育
関
係

者
か
ら
は
「
保
育
の
現
場
で

は
、
保
育
士
の
配
置
基
準
が

現
状
に
合
っ
て
お
ら
ず
、
負

担
感
が
大
き
い
。
ま
ず
は
園

の
運
営
が
安
定
す
る
よ
う

し
っ
か
り
予
算
を
つ
け
て
欲

し
い
」
な
ど
不
安
な
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
受
け
入
れ

る
側
の
体
制
が
整
っ
て
い
な

い
の
に
、
制
度
の
導
入
が
急

ぎ
足
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　

国
は
５
年
度
よ
り
試
行

的
事
業
と
し
て
実
施
し
、
６

年
４
月
現
在
全
国
で
１
１
５

自
治
体
、
県
内
で
は
仙
台
市

の
み
が
実
施
し
て
い
る
。
す

べ
て
の
保
育
施
設
で
実
施
す

る
の
で
は
な
く
、
体
制
が

整
っ
た
施
設
が
手
を
上
げ
て

の
実
施
と
な
る
。

　
　

子
ど
も
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
大
切
な
学
校
給

食
を
、
所
得
制
限
な
し
で
無

償
化
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。
段
階
的
な
無
償
化
の

取
組
は
で
き
な
い
か
。

　
　

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。
市

長
会
を
通
し
て
、
国
や
県
に

継
続
し
て
要
望
し
て
い
く
。

工藤淳子 議員

木の下で遊ぶ子どもたち木の下で遊ぶ子どもたち

現在の登米市役所迫庁舎現在の登米市役所迫庁舎

くりっ子ドクター子育て相談室（栗原）くりっ子ドクター子育て相談室（栗原）

国の補助率が3分の1程度となっている国の補助率が3分の1程度となっている

新たな都市開発が望まれる、佐沼IC周辺地域新たな都市開発が望まれる、佐沼IC周辺地域

入札様式入札様式

問
子
ど
も
通
園
制
度
に
つ
い
て

答
体
制
が
整
っ
た
施
設
か
ら

実
施
に
つ
な
げ
て
い
く

問

問 答答

　
　

障
害
者
雇
用
の
現
状
及

び
法
定
雇
用
率
の
達
成
状
況

は
。

　
　

本
市
で
は
、
平
成
28
年

度
以
降
、
障
害
者
を
対
象
と

し
た
職
員
採
用
試
験
を
実
施

し
て
い
る
。ま
た
、
法
定
雇
用

率
が
2
・
6
％
と
な
っ
た
３
年

以
降
、
市
長
部
局
で
は
、３
年

が
2
・
9
3
％
、４
年
が
2
・

6
5
％
、５
年
が
2
・
6
2
％

と
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て

い
る
。教
育
委
員
会
で
は
、
３

年
が
2
・
8
7
％
、
４
年
が

2
・
3
3
％
、
５
年
が
2
・

3
2
％
と
な
って
お
り
、
法
定

雇
用
率
で
計
算
し
た
障
害
者

と
実
障
害
者
数
を
比
較
し

て
、
不
足
が
生
じ
て
い
な
い
た

め
、
法
定
雇
用
率
を
達
成
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
　

宮
城
労
働
局
に
よ
る

と
、
本
市
の
病
院
事
業
が
未

達
成
機
関
と
な
っ
て
い
る

が
。

　
　

本
年
度
初
め
、
労
働
局

か
ら
指
導
と
注
意
を
受
け

た
。
本
年
６
月
１
日
か
ら
、

障
害
者
の
方
を
会
計
年
度
任

用
職
員
と
し
て
雇
用
し
て
い

る
。

　
　

同
セ
ン
タ
ー
の
建
設
計

画
は
、
平
成
29
年
の
市
長
選

挙
の
際
の
公
約
に
反
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　

２
期
目
の
選
挙
公
約
、

所
信
表
明
の
考
え
方
を
具
現

化
す
る
も
の
で
あ
り
、
選
挙

公
約
に
反
し
て
い
る
も
の
と

は
認
識
し
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
芭
蕉
俳
句
大
会
に
つ
い
て

・
石
ノ
森
章
太
郎
ふ
る
さ
と

記
念
館
に
つ
い
て

首藤忠則 議員

問
障
害
者
雇
用
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
は

答
共
生
社
会
実
現
に
向
け
、

雇
用
促
進
に
取
組
む

問

問

問問

　
　

栗
原
市
で
は
、「
く
り
っ

子
ド
ク
タ
ー
子
育
て
相
談
室
」

と
い
う
無
料
相
談
が
あ
る
。

　

小
児
科
医
が
、
発
達
や
ア

レ
ル
ギ
ー
、
不
登
校
や
ス
マ

ホ
、
ゲ
ー
ム
の
こ
と
ま
で
幅

広
く
相
談
に
乗
り
、
子
育
て

支
援
課
や
学
校
と
も
連
携
を

取
り
な
が
ら
対
応
し
、
不
登

校
の
改
善
や
発
達
障
害
児

の
、
２
次
的
な
不
登
校
や
鬱

を
防
い
で
い
る
と
い
う
。
保

護
者
は
子
ど
も
に
発
達
の
遅

れ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

聞
く
と
戸
惑
い
不
安
に
な

る
。
早
め
に
道
筋
を
立
て
る

こ
と
で
心
の
安
定
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
思
う
。

　

栗
原
市
と
同
様
の
支
援
体

制
が
必
要
と
考
え
る
が
、
取

組
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

発
達
障
害
の
専
門
医
療

機
関
が
な
い
た
め
、
現
状
で

は
実
施
は
難
し
い
も
の
と
捉

え
て
い
る
。
し
か
し
、
精
神

発
達
精
密
健
康
診
査
や
臨
床

心
理
士
に
よ
る
相
談
を
有
効

に
利
用
で
き
る
よ
う
周
知
に

努
め
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
や
各
総
合
支
所
保
健

師
な
ど
が
身
近
な
相
談
窓
口

と
な
り
、
医
療
機
関
な
ど
と

連
携
を
図
り
、
相
談
者
に
寄

り
添
っ
た
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

市
民
病
院
小
児
科
医

が
、
栗
原
市
の
よ
う
な
発
達

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
助

言
の
時
間
を
月
１
回
２
時
間

位
で
も
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
　

市
民
病
院
の
小
児
科
医

と
よ
く
相
談
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
試
み
が
あ
れ
ば
や

れ
る
と
思
う
。
そ
の
準
備
を

し
た
い
と
思
う
。

遠藤真理子 議員

問
障
が
い
者
プ
ラ
ン
と
支
援
体
制
に
つ
い
て

答
周
知
に
努
め
切
れ
目

の
な
い
支
援
に

　
　

物
価
の
高
止
ま
り
、
高

騰
品
目
の
増
で
、
市
民
生
活

は
苦
境
に
あ
る
。 

第
３
期
宮

城
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
は
、
８
年
度
に
納
付
金

ベ
ー
ス
に
よ
る
統
一
、
12
年

度
に
完
全
統
一
を
目
指
す
。

　

本
市
は
度
重
な
る
公
共
料

金
の
値
上
げ
で
、
こ
れ
以
上

の
市
民
負
担
は
厳
し
い
。 

今

後
の
市
民
負
担
の
推
移
と
、

被
保
険
者
の
保
険
料
負
担
軽

減
策
を
伺
う
。

　
　

今
後
の
国
保
税
の
市
民

負
担
の
推
移
は
、
被
保
険
者

数
の
減
少
や
事
業
費
納
付
金

の
影
響
で
国
保
財
政
調
整
基

金
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
さ

ら
な
る
市
民
負
担
が
懸
念
さ

れ
る
。
ま
た
、
現
行
の
減
免

制
度
で
は
、
世
帯
の
所
得
に

応
じ
た
２
割
・
５
割
・
７
割

軽
減
と
と
も
に
、
未
就
学
児

に
対
す
る
均
等
割
を
半
額
に

軽
減
し
て
い
る
。　

　

ま
た
今
年
か
ら
産
前
産
後

期
間
の
所
得
割
及
び
均
等
割

の
減
額
措
置
を
し
て
い
る
。

そ
れ
以
外
は
難
し
い
。

　
　

国
保
新
聞
で
、
子
ど
も

子
育
て
支
援
金
に
つ
い
て

「
国
保
年
収
４
０
０
万
円
で

５
５
０
円
」と
報
道
さ
れ
た
。

国
保
会
計
か
ら
の
徴
収
に
つ

い
て
、
市
長
の
受
け
止
め
と

対
応
を
伺
う
。

　
　

支
援
金
の
財
源
を
全
て

の
医
療
保
険
加
入
者
が
拠
出

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
使

途
や
徴
収
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
国
に
お
い
て
十
分
に
審

議
さ
れ
た
上
で
の
内
容
と
捉

え
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問

・
介
護
保
険
税
の
軽
減
策
、

医
療
体
制
と
働
き
方
改
革
に

つ
い
て

鈴木　実 議員

問
国
民
健
康
保
険
税
、
負
担
軽
減
の
努
力
を

答
軽
減
策
の
拡
充
は
、

全
国
市
長
会
等
で
要
望
す
る

中澤　宏 議員

問
佐
沼
I
C
の
価
値
活
か
す
都
市
創
造

答
民
間
の
力
借
り
ら
れ
れ

ば
絶
対
可
能

　
　

入
札
執
行
に
つ
い
て
最

近
見
直
し
や
変
更
は
行
わ
れ

た
か
。

　
　

建
設
工
事
の
評
定
に
つ
い

て
、
契
約
金
額
3
百
万
円
か
ら

5
百
万
円
に
見
直
し
た
。

　
　

夜
間
工
事
な
ど
業
者
の

努
力
で
行
う
評
定
は
、
実
績

と
し
て
考
査
し
て
い
る
か
。

　
　

工
事
評
定
は
昼
間
と
同

じ
だ
が
、
企
業
努
力
の
実
績
と

し
て
、
考
査
し
て
い
る
。

　
　

契
約
管
理
に
つ
い
て
今
、

電
子
入
札
と
紙
入
札
の
件
数
は
。

　
　

電
子
入
札
は
３
４
３
件

紙
が
２
４
９
件
で
あ
る
。

　
　

入
札
に
お
い
て
１
年
間

の
失
格
件
数
は
い
く
ら
あ
る
。

　
　

入
札
提
出
２
６
２
６
件

中
、失
格
が
４
０
５
件
で
あ
る
。

　
　

市
内
業
者
が
仕
事
を
す

る
事
で
経
済
活
動
が
活
性
化

し
税
金
と
し
て
循
環
し
、
若
者

の
働
く
場
所
確
保
に
繋
が
る
。

若
い
方
々
の
就
労
場
所
確
保

が
、
定
住
の
最
善
策
と
考
え
る

が
。

　
　

入
札
制
度
に
関
し
公
正

さ
を
確
保
し
、
競
争
性
も
担

保
し
な
が
ら
、
市
内
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
研
究
し
て
ま
い

り
た
い
。

　
　

合
併
当
初
、
み
や
ぎ
登

米
農
業
協
同
組
合
が
指
定
金

融
機
関
に
な
っ
た
理
由
は
。

　
　

津
山
町
を
除
く
各
町
域

に
複
数
の
店
舗
を
開
設
し
て
い

た
た
め
、
選
定
し
た
。

　
　

県
内
で
本
市
だ
け
農
協

で
、
他
は
七
十
七
銀
行
で
あ
る

が
、
債
券
運
用
な
ど
任
せ
て
い

る
か
。

　
　

債
券
運
用
は
全
て
証
券

会
社
で
運
用
さ
れ
、
指
定
金
融

機
関
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
は

な
い
。

　
　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
件
数
と
、

収
納
額
は
ど
の
位
に
な
る
か
。

　
　

納
付
件
数
は
12
万
9
千

件
、収
納
額
は
14
億
７
千
万
円
。

日下　俊 議員

問
入
札
制
度
は
市
内
業
者
優
先
に
す
べ
き

答
競
争
性
と
地
域
活
性
化
を

目
的
に
行
う

「
（
仮
称
）
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て

学
校
給
食
費
の
無
料
化
を

問

問

問

問問問

問問問問

問

問

答

答

答答

答答

答

答

答

答答答答

答答答

う
つ

一 般 質 問一 般 質 問

ー 一般質問の録画配信をＱＲコードからご覧いただけます ーー 一般質問の録画配信をスマートフォン等から簡単にご覧いただけるよう、ＱＲコードを掲載しました。
　　 各議員の一般質問の様子がご覧になれますので、ぜひご利用ください。ー

一
般
質
問

特　
　

集

定
期
議
会

要
望
書
・
陳
情
書

意
見
書
・
政
務
活
動
費

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ

委　

員　

会

一
般
質
問

特　
　

集

定
期
議
会

要
望
書
・
陳
情
書

意
見
書
・
政
務
活
動
費

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
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会
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（
仮
称
）
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
た
場
合

中
田
庁
舎
か
ら
ど
れ
だ
け
の

人
数
が
移
動
す
る
の
か
。

　
　

建
設
部
、産
業
経
済
部
、

農
業
委
員
会
事
務
局
、
教
育

委
員
会
で
1
9
0
名
程
度
の

予
定
。

　
　

登
米
市
合
併
か
ら
今
ま

で
、
中
田
庁
舎
が
あ
っ
た
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
本
庁
機
能
が

賄
わ
れ
て
き
た
と
思
う
。
本

庁
機
能
が
一
部
あ
る
中
田
庁

舎
に
行
く
と
、
高
齢
化
、
少

子
化
と
呼
ば
れ
な
が
ら
も
い

つ
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
に
ぎ
わ
い
創
設
の

セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
と
、
に

ぎ
わ
い
を
う
た
っ
て
い
る

が
、
中
田
町
の
よ
う
に

1
9
0
人
も
の
人
た
ち
が
移

動
す
る
と
空
洞
化
し
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
。（
仮
称
）

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
ま

だ
機
能
、
規
模
な
ど
の
検
討

討
を
進
め
る
。

　
　

国
で
は
、
地
方
自
治
体

が
発
注
す
る
公
共
工
事
が
年

度
末
に
集
中
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
、
新
指
標
を
作
成
す
る

方
針
を
固
め
た
。
繁
忙
期
を

分
散
す
る
こ
と
で
働
き
方
改

革
に
つ
な
げ
る
狙
い
で
あ

る
。
公
共
工
事
は
年
間
を
通

じ
て
均
等
に
発
注
す
べ
き
と

考
え
る
。
現
在
の
状
況
と
今

後
の
対
策
を
伺
う
。

　
　

平
準
化
率
が
高
い
県
か

ら
指
導
を
い
た
だ
き
、
平
準

化
率
向
上
に
努
め
る
。
ま
た

積
算
の
前
倒
し
や
早
期
発

注
、
状
況
に
応
じ
た
速
や
か

な
繰
越
手
続
、
債
務
負
担
行

為
を
活
用
し
な
が
ら
進
め

る
。

　
　

米
山
幼
稚
園
の
卒
園
者

が
11
人
。
入
園
者
が
４
人
。

園
児
は
現
在
９
人
で
あ
り
、

に
ぎ
わ
い
が
感
じ
ら
れ
な

い
。
ど
う
受
け
止
め
て
い
る

か
。

　
　

市
内
の
幼
稚
園
で
最
も

園
児
数
が
少
な
い
園
に
な
っ

て
い
る
状
況
は
認
識
し
て
い

る
。
施
設
の
統
合
も
含
め
て

早
期
に
考
え
て
い
く
。

　
　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
個
別
計
画
に
お
い
て
７

年
度
ま
で
集
約
予
定
で
あ
る

が
、
進
捗
状
況
は
。

　
　

保
育
園
の
定
員
を
上
回

る
状
況
が
続
き
、
7
年
度
ま

で
の
集
約
が
困
難
な
状
況
。

　
　

園
児
が
伸
び
伸
び
と
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
生
活
を
す
る

た
め
に
、
園
庭
を
芝
生
化
す

る
な
ど
環
境
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　

良
好
な
教
育
、
保
育
環

境
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検

　
　

本
市
は
食
と
農
の
ま
ち

で
あ
り
、
地
産
地
消
の
輪
を

広
げ
、
そ
れ
を
土
台
と
し
て

観
光
や
販
路
拡
大
に
つ
な
ぐ

戦
略
が
必
要
と
考
え
る
。
地

産
地
消
推
進
店
を
認
定
し
て

い
る
が
、
農
業
者
な
ど
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
窓
口
の
役
割
は

果
た
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

地
産
地
消
推
進
店
の
事

業
展
開
を
伺
い
な
が
ら
、
橋

渡
し
役
を
つ
と
め
て
い
く
。

　
　

本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
登

米
市
産
食
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

本
年
度
、（
仮
称
）
登

米
市
産
食
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
向
け
て
、
市
内
飲

食
店
・
生
産
者
・
直
売
所
が

一
堂
に
会
し
、
意
見
交
換
を

行
う
場
と
し
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
計
画
し

て
い
る
。
食
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
り
、
効
率
よ
く
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
情
報
が
入
手
で

き
取
引
に
つ
な
が
る
取
組
を

進
め
て
い
く
。

　
　
「
新
た
な
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
」
は
、
増

加
す
る
空
き
家
・
空
き
室
を

活
用
し
て
、
高
齢
者
・
障
が

い
者
な
ど
住
宅
確
保
要
配
慮

者
が
、
円
滑
に
入
居
・
居
住

で
き
る
よ
う
必
要
な
取
組
を

推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
本

市
で
も
住
宅
部
局
と
福
祉
部

局
が
連
携
し
て
、
居
住
支
援

法
人
や
不
動
産
関
係
者
と
協

議
会
を
つ
く
り
、
居
住
支
援

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

協
議
会
の
設
立
に
つ
い

て
は
、
制
度
設
計
を
含
め
て

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

永島順子 議員

登米市産米粉・小麦粉を使ったお菓子登米市産米粉・小麦粉を使ったお菓子

よねやま保育園よねやま保育園

現在の登米市役所中田庁舎現在の登米市役所中田庁舎

問
本
市
産
食
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

答
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
を
計
画

武田節夫 議員

問
米
山
公
立
認
定
こ
ど
も
園
化
に
つ
い
て

答
良
好
な
保
育
環
境
の

確
保
の
た
め
検
討

を
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
既
存
施
設
の
活
用
は
検

討
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
だ
が
、
来
る
者
、
去
る
者

両
方
が
心
配
、
不
安
の
な
い

よ
う
に
、
ぜ
ひ
同
時
に
ど
の

よ
う
に
す
る
か
検
討
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　

新
し
く
つ
く
る
計
画
と

と
も
に
、
既
存
施
設
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
き
ち
ん
と
検

討
を
進
め
て
い
く
。

佐藤千賀子 議員

問
既
存
庁
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

答
基
本
構
想
策
定
後
に

整
備

居
住
支
援
の
充
実
を

公
共
工
事
の
平
準
化
を

問問

問

問

問

問問

問問

答答

答

答

答

答

答

答答

令和５年度　政務活動費収支報告令和５年度　政務活動費収支報告

下記要旨、要望事項などは、いずれも内容を要約しています。

支
出
項
目

議員数（人）

交付額

戻入額

7 5 4 2 2 1 1 1 1 24

調査研究費

研修費

資料作成費

資料購入費

広報費

公聴費

要請・陳情活動費

会議費

人件費

事務所費

支出合計

2,100,000

1,041,030

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1,041,030

1,058,970

1,500,000

1,219,435

0

6,867

0

0

0

0

0

0

0

1,226,302

273,698

1,200,000

338,717

0

131,020

95,376

461,763

0

0

0

0

0

1,026,876

173,124

725,000

563,288

0

0

0

0

0

0

0

0

0

563,288

161,712

600,000

48,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

48,000

552,000

175,000

14,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

14,000

161,000

300,000

24,000

0

15,900

8,400

230,821

0

0

0

0

16,137

295,258

4,742

300,000

256,101

0

0

0

0

0

0

0

0

0

256,101

43,899

300,000

82,050

0

0

49,128

0

0

0

0

0

0

131,178

168,822

7,200,000

3,586,621

0

153,787

152,904

692,584

0

0

0

0

16,137

4,602,033

2,597,967

会派および
議員名 新・立志の会 大地の会 太陽･みらい21 ねくすとＴｏｍｅ

日本共産
党市議団 浅田琢哉 須藤幸喜 熊谷和弘 伊藤 栄 計

官
公
需
適
格
組
合
及
び
地
元
生
コ
ン
工

場
の
使
用
に
関
す
る
要
望
書

提
出
者

・
宮
城
県
北
生
コ
ン
協
同
組
合

理
事
長　

大
場　

一
豊

要
旨

　

昨
今
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
需
要
は
激

減
し
、
困
難
な
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。
本
市
発
注
の
工
事
に
お
い
て

は
「
地
産
地
消
」
の
観
点
か
ら
、
組
合

員
工
場
の
生
コ
ン
を
使
用
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

要
望
に
対
す
る
対
応

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
調
査
し
、

要
望
書
を
全
議
員
に
配
布
し
た
。

現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
た
め
の
陳
情
書

提
出
者

・
宮
城
県
保
険
医
協
会

理
事
長　

井
上　

博
之

要
旨

　

本
年
秋
に
現
行
の
健
康
保
険
証
を
廃

止
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
一
本
化
す
る

と
の
政
府
方
針
に
つ
い
て
、
拙
速
に
廃

止
を
行
わ
ず
、
よ
り
慎
重
に
検
討
を
進

め
る
た
め
、
国
へ
現
行
の
健
康
保
険
証

の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
よ
う
陳
情
す
る
。

陳
情
に
対
す
る
対
応

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
調
査
し
、

国
会
へ
意
見
書
を
提
出
し
た
。

現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る

意
見
書

提
出
者

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

田
口　

政
信

提
出
理
由

　

現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
に
対
し

て
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に
基
づ
き
国

会
又
は
関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提
出

す
る
た
め
、
登
米
市
議
会
会
議
規
則
第

14
条
２
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
。

要
旨

　

政
府
は
、
本
年
秋
に
現
行
の
健
康
保

険
証
を
廃
止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
一
本
化
す
る
法
案
を
可
決
・
成
立

さ
せ
た
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
は
ト
ラ
ブ

ル
が
続
出
し
て
お
り
、
多
く
の
患
者
・

国
民
が
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
国
民
皆

保
険
制
度
を
堅
持
す
る
た
め
、
本
年
秋

に
現
行
の
健
康
保
険
証
の
廃
止
を
拙
速

に
行
わ
ず
、
慎
重
に
検
討
を
重
ね
て
進

め
る
よ
う
求
め
る
。

提
出
先
（
敬
称
略
）

内
閣
総
理
大
臣　

岸 

田　

文 

雄

厚
生
労
働
大
臣　

武 

見　

敬 

三

総  

務  

大  

臣　

松 

本　

剛 

明

法  

務  

大  

臣　

小 

泉　

龍 

司

デ
ジ
タ
ル
大
臣　

河 

野　

太 

郎

衆
議
院
議
長　

額
賀  

福
志
郎

参
議
院
議
長　

尾 

辻　

秀 

久

　政務活動費は議員の調査研究に必要な経費の一部として、会派または会派に属さない議員に対し、議員１人当たり月
額２万５千円を交付しています。
　登米市議会では使途の透明性を図るため、収支報告書に全ての領収書の添付を義務づけています。また、支出額が交
付額に満たないときは、その残額を返還することになっています。なお、収支報告に係る関係書類はどなたでも閲覧でき、
ホームページでも公開しています。

６
月
定
期
議
会
ま
で
に
い
た

だ
い
た
要
望
書・陳
情
書

議
会
か
ら
提
出
し
た
意
見
書

一 般 質 問

ー 一般質問の録画配信をＱＲコードからご覧いただけます ーー 一般質問の録画配信をスマートフォン等から簡単にご覧いただけるよう、ＱＲコードを掲載しました。
　　 各議員の一般質問の様子がご覧になれますので、ぜひご利用ください。ー

要望書・陳情書・意見書・政務活動費

一
般
質
問

特　
　

集

定
期
議
会

要
望
書
・
陳
情
書

意
見
書
・
政
務
活
動
費

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ

委　

員　

会

一
般
質
問

特　
　

集

定
期
議
会

要
望
書
・
陳
情
書

意
見
書
・
政
務
活
動
費

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ

委　

員　

会
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登
米
市
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
方
針

（
案
）

（
４
月
15
日
）

　

本
市
に
お
い
て
も
、
例
外
な
く

農
業
者
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中

で
、
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
関
心
と

需
要
が
増
え
続
け
て
い
る
。
そ
の

技
術
や
応
用
分
野
は
年
々
拡
大
し

つ
つ
あ
る
こ
と
を
受
け
、
本
市
農

業
施
策
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置

付
け
展
開
し
て
い
く
か
が
課
題
で

あ
っ
た
が
、「
登
米
市
ス
マ
ー
ト

農
業
推
進
方
針
」
が
策
定
さ
れ
た

こ
と
は
意
義
深
い
。

　

今
後
、
本
推
進
方
針
が
本
市
農

業
を
支
え
る
重
要
な
取
組
の
一
つ

と
な
る
よ
う
期
待
す
る
。

前
倒
し
、
今
年
度
改
定
す
る
と
の

説
明
を
受
け
た
も
の
。

　

事
業
者
・
家
庭
、運
輸（
旅
客
）、

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
で
そ
れ

ぞ
れ
目
標
を
定
め
、
環
境
保
全
会

議
や
環
境
審
議
会
の
審
議
を
経
て

計
画
策
定
を
目
指
す
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

環
境
条
例
の
基
本
理
念
や
市
の

責
務
、
事
業
者
の
責
務
が
規
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

実
効
性
が
上
が
る
よ
う
な
具
体
的

な
目
標
や
取
組
の
手
法
を
わ
か
り

や
す
く
規
定
す
る
計
画
策
定
を
望

む
と
し
た
。

現
地
調
査

津
山
小
学
校
お
よ
び
津
山
児
童
活

動
セ
ン
タ
ー
視
察

（
３
月
11
日
）

　

統
合
校
と
な
る
校
舎
の
改
修
完

了
に
伴
い
、
現
地
津
山
小
学
校
お

よ
び
津
山
児
童
活
動
セ
ン
タ
ー
を

視
察
し
た
も
の
。

　

小
学
校
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
内
外
壁
お
よ
び
床
改
修
、
方

立
の
撤
去
・
新
設
、
さ
ら
に
は
空

調
・
給
排
水
・
電
気
設
備
な
ど
多

方
面
に
及
ぶ
工
事
で
あ
っ
た
。
ま

第
７
期
登
米
市
障
が
い
者
プ
ラ
ン

素
案
の
概
要

（
２
月
２
日
）

　

第
７
期
登
米
市
障
が
い
者
プ
ラ

ン
の
一
体
的
な
計
画
と
し
て
の
策

定
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
実
績
の
推
移
を
基
本

に
、
障
が
い
児
の
利
用
意
向
や
、

事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を

勘
案
し
な
が
ら
設
定
し
た
と
の
説

明
を
受
け
た
も
の
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
が
要
支
援
者
や
、

関
係
者
に
と
っ
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
上
が
る
計
画
で
あ
る
べ
き
で

あ
り
、
さ
ら
に
は
地
域
で
の
交
流

活
動
の
支
援
や
障
が
い
者
団
体
の

活
動
の
周
知
、
交
流
の
促
進
な
ど

行
政
と
し
て
活
動
支
援
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
な
体
制
構
築
を
望
む

と
し
た
。

登
米
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推

進
計
画
改
定

（
４
月
９
日
）

　

市
で
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
二

酸
化
炭
素
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
を
目

指
す
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表

明
し
た
こ
と
か
ら
一
層
の
取
組
が

必
要
と
な
り
、
当
初
計
画
を
１
年

有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推
進
事
業

（
５
月
14
日
）

　

有
機
農
業
の
産
地
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
生
産
者

所
得
の
確
保
、生
産
技
術
の
普
及
、

消
費
者
へ
の
理
解
促
進
、
担
い
手

育
成
な
ど
を
幅
広
く
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
本
年
度
開
催

さ
れ
る「
有
機
農
業
推
進
協
議
会
」

に
お
い
て
、
有
機
農
産
物
P
R
や

学
校
給
食
へ
の
有
機
米
提
供
、
出

店
に
よ
る
新
規
販
路
開
拓
な
ど
試

行
的
な
取
組
の
実
施
と
検
証
を
と

お
し
、
本
市
農
業
の
将
来
を
見
据

え
た
「
有
機
農
業
実
施
計
画
」
を

し
っ
か
り
と
作
り
上
げ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

生
産
者
、
消
費
者
、
関
係
機
関

が
知
恵
を
出
し
合
い
、
次
年
度
以

降
の
実
践
に
つ
な
が
る
実
効
性
の

あ
る
計
画
と
な
る
こ
と
を
望
む
。

た
、
地
元
産
の
津
山
杉
を
各
所
に

使
用
す
る
な
ど
、
校
舎
内
の
木
質

化
が
図
ら
れ
、
木
の
ぬ
く
も
り
が

感
じ
ら
れ
る
つ
く
り
で
あ
っ
た
。

今
後
計
画
さ
れ
て
い
る
公
共
事
業

に
大
い
に
参
考
に
な
る
と
感
じ

た
。

　

児
童
活
動
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
有
資
格
者
の
児
童
支
援
員
は

本
市
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
不
足

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
援
員
の

身
分
、
給
料
、
休
暇
制
度
等
に
つ

い
て
十
分
な
検
討
を
行
い
確
保
に

万
全
を
期
す
べ
き
と
し
た
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告
（
4
月
16
日
〜
18
日
）

　

昨
年
度
、
総
務
企
画
常
任
委
員

会
で
は
「
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
」
の
テ
ー
マ
で
市
民
と
の
意
見

交
換
会
を
実
施
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
議
会
は
空
き
家
の

現
状
を
把
握
し
た
上
で
、
議
会
と

し
て
の
考
え
を
説
明
す
る
こ
と
が

必
要
と
の
意
見
の
ほ
か
、
民
間
活

力
に
よ
り
空
き
家
を
活
用
す
る
手

法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
挙
げ

ら
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
総
務
企
画
常

任
委
員
会
で
は
今
年
度
実
施
予
定

と
し
て
い
た
調
査
活
動
テ
ー
マ
で

あ
る
『
空
き
家
対
策
』
の
優
先
度

を
上
げ
、
４
月
に
先
進
事
例
の
調

査
・
研
究
の
た
め
行
政
視
察
を

行
っ
た
。

福
岡
県
福
津
市

空
き
家
対
策

（
４
月
16
日
）

　

福
津
市
は
、
人
口
増
加
率
は
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
九
州
で
は

１
位
の
伸
び
率
に
な
っ
て
い
る
。

　

特
筆
す
べ
き
空
き
家
対
策
は
、

一
つ
目
と
し
て
、
空
き
家
に
関
す

る
窓
口
を
一
本
化
し
た
こ
と
だ
。

空
き
家
に
係
る
問
題
が
多
岐
に
わ

た
り
、
た
ら
い
回
し
に
な
り
、
対

応
が
不
十
分
に
な
る
ケ
ー
ス
を
な

く
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。ま
た
、

「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
状
況
が
管
理

不
全
空
き
家
の
発
生
原
因
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
窓
口
を
し
っ
か

り
周
知
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て

い
た
。

　

二
つ
目
と
し
て
、
国
土
交
通
省

の
新
規
事
業
で
あ
っ
た
先
駆
的
空

き
家
対
策
モ
デ
ル
事
業
「
法
務
と

連
携
し
た
所
有
者
特
定
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
事
業
」
を
実
施
し
た
こ
と

だ
。
福
岡
県
司
法
書
士
会
と
協
定

を
締
結
し
、
司
法
書
士
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
調

査
す
る
こ
と
で
、
相
続
人
等
不
明

案
件
に
つ
い
て
所
有
者
の
特
定
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

　

三
つ
目
と
し
て
、
古
い
街
並
み

が
残
る
移
住
者
の
人
気
が
高
い
エ

リ
ア
に
お
い
て
、「
津
屋
崎
空
き

家
活
用
応
援
団
」
と
い
う
民
間
団

体
が
、
空
き
家
所
有
者
へ
の
利
活

用
に
関
す
る
相
談
や
交
渉
、
移
住

希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を

行
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
ま
ず
は
窓

口
を
一
本
化
し
受
付
体
制
を
整
え

た
上
で
、
司
法
書
士
会
と
連
携
し

相
続
人
の
特
定
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
古
い

街
並
み
が
残
る
地
域
・
エ
リ
ア
へ

の
移
住
・
定
住
の
推
進
と
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
と
し
て
の
活
用
な
ど
取
組

を
検
討
さ
れ
た
い
。

佐
賀
県
唐
津
市

唐
津
市
公
共
施
設
再
編
推
進
条
例

（
４
月
17
日
）

　

唐
津
市
は
、
１
市
６
町
１
村
で

合
併
し
、
さ
ら
に
１
村
が
編
入
し

た
合
併
市
で
あ
る
。こ
の
条
例
は
、

公
共
施
設
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
減
ら

す
た
め
、①
施
設
所
管
課
に
い
か

に
動
い
て
も
ら
い
、
政
策
部
局
と

い
か
に
連
携
す
る
か
、②
古
く
て

も
身
近
な
公
共
施
設
が
な
く
な
る

こ
と
へ
の
抵
抗
感
か
ら
、
個
別
施

設
に
対
す
る
存
続
要
望
が
根
強

い
、
な
ど
の
課
題
を
背
景
と
し
て

制
定
さ
れ
た
。

　

結
果
と
し
て
、
全
職
員
の
公
共

施
設
再
編
に
つ
い
て
の
意
識
共
有

が
図
ら
れ
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
計
画
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
に

本
気
度
を
強
く
感
じ
た
。
ま
た
、

地
域
へ
の
住
民
説
明
に
よ
っ
て
、

市
民
が
公
共
施
設
の
現
状
を
し
っ

か
り
と
認
識
し
、
再
編
の
根
拠
と

必
要
性
を
理
解
し
た
こ
と
で
、
公

共
施
設
再
編
が
計
画
通
り
進
ん
で

い
る
こ
と
は
大
い
に
参
考
と
な
っ

た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
次
世
代
に

多
額
の
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
対

策
す
る
た
め
に
も
、
先
進
自
治
体

と
意
見
交
換
を
す
る
な
ど
、
将
来

を
見
据
え
た
公
共
施
設
の
あ
り
方

を
研
究
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対

応
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

福
岡
県
福
岡
市
、
社
会
福
祉
法
人

福
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
貢
献
型
空
き
家
バ
ン
ク
事
業

（
４
月
18
日
）

　

福
岡
市
に
お
け
る
社
会
福
祉
協

議
会
主
導
型
の
空
き
家
対
策
で

は
、社
会
福
祉
協
議
会
と
弁
護
士
・

建
築
士
・
税
理
士
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
古
家
空
き
家
調
査
連
絡
会
が

協
働
し
、
一
体
と
な
っ
て
社
会
貢

献
型
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
と
し
て

取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が

み
ら
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
「
相
続
し
た
家
を

地
域
の
た
め
に
使
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
古
家
・
空
き
家
オ
ー

ナ
ー
と
、「
地
域
活
性
化
の
た
め

に
活
動
す
る
拠
点
と
な
る
物
件
は

な
い
か
」
と
い
う
福
祉
団
体
・
地

域
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
取
組

で
、「
空
き
家
を
探
し
て
」
そ
し

て
「
福
祉
で
使
う
」
と
い
う
仕
組

み
作
り
で
あ
っ
た
。

　

本
市
で
の
空
き
家
対
策
事
業
に

つ
い
て
も
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
事
務

所
を
持
た
な
い
福
祉
団
体
（
子
ど

も
食
堂
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
）

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
す
べ

く
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携

も
視
野
に
取
組
ま
れ
た
い
。

福津市担当職員から説明の様子福津市担当職員から説明の様子

唐津市担当職員から説明の様子唐津市担当職員から説明の様子

専門家相談ネットワークの相関図専門家相談ネットワークの相関図

今後、導入拡大が期待されるスマート農業技術今後、導入拡大が期待されるスマート農業技術

ふ
く
つ

か
ら
つ

ほ
う

だ
て

津山児童活動センターにて津山児童活動センターにて

産
業
建
設
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委員会報告委員会報告
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(仮称)地域交流センター整備に関する市民説明

会が、４月22日迫会場、24日米山会場、26日

登米会場において行われました。

市民から出された意見などの概要は以下のとおり

です。

・施設の内容
図書館は必要性である、必要ない、など。

・既存の施設
集約後の施設活用方法をどう考えているのか、

など。

・建設場所
地震・内水災害が心配される、など。

・財政運営
将来的な市財政が不安である、など。

・その他
市民に対する説明不足ではないか、など。

委員会としては、引き続き市民意見を大切にしながら、調査・検討・提言を行うよう、努めてまいります。

今回の報告を受けて

市民説明会

４つのグループに分かれ、テーマに沿って話し合
われました。

６月1日　テーマ：「交流」ってなんだろう？
　　　　　　　　　「まち」とつながるには？
各種団体推薦者及び
　　　　無作為抽出による市民19人

　人と人とが交わること、話すこと、さまざまな
活動をすること、知ること、参画すること、人が
つながることで「ときめき」を生むこと、など。

①「交流ってなんだろう？」

グループごとに発表された内容（一部抜粋）

　人と場所、過ごしやすい雰囲気、子どもが遊べ
る場所、一日中いることができる飲食スペース、
やりたいことができる場所、交通網の整備、など。

②「交流が生まれるために何が必要？」

　情報発信と交通体制の充実、コミュニティづく
り、移動図書館、さまざまなイベントの開催、ボ
ランティアの育成、民間による運営の必要性、若
者とのかかわり、子どもたちがチャレンジできる
場所、など。

③「まちにつなげるには？」

市民ワークショップ

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
る
マ
マ

に
聞
き
ま
し
た
。

　
　

こ
ん
に
ち
は
。
楽
し
そ
う
で

す
ね
。

―　

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の

で
、
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

お
兄
ち
ゃ
ん
は
働
く
車
に
乗
せ
て

も
ら
い
、嬉
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

―　

休
日
の
こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト

は
す
ご
く
あ
り
が
た
い
で
す
。

―　

登
米
市
に
来
て
２
年
く
ら
い

で
す
が
、
こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
は

楽
し
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
が

遊
べ
る
場
所
が
あ
っ
て
い
い
な

と
。

　
　

お
子
さ
ん
と
の
時
間
の
過
ご

し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

―　

晴
れ
た
ら
公
園
で
す
ね
。
外

好
き
な
の
で
、
近
く
の
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
パ
ー
ク
萩
洗
、
余
裕
が
あ
る

時
は
長
沼
な
ど
に
行
き
ま
す
。
雨

の
日
は
イ
オ
ン
の
ゲ
ー
ム
か
な
。

―　

た
ま
に
公
園
に
行
き
ま
す
。

雨
の
日
は
家
で
過
ご
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
す
ご

く
あ
り
が
た
い
で
す
。

―　

子
ど
も
が
遊
べ
る
イ
ベ
ン
ト

が
も
っ
と
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

―　

イ
ベ
ン
ト
一
覧
な
ど
、
も
っ

と
情
報
が
ほ
し
い
で
す
。

―　

無
料
で
子
ど
も
が
歩
き
ま
わ

れ
る
よ
う
な
屋
内
施
設
が
あ
る
と

い
い
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
の
中
学
生
に

も
聞
き
ま
し
た
。

　
　

イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ

た
き
っ
か
け
、
ス
タ
ッ
フ
を
し

て
み
て
ど
う
で
す
か
。

―　

今
年
初
め
て
で
す
が
、
子
ど

も
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
出
来

て
、
笑
顔
を
見
る
と
自
分
も
楽
し

く
な
り
ま
す
。

―　

友
達
に
何
度
か
誘
わ
れ
て
、

じ
ゃ
あ
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て

始
め
ま
し
た
。

―　

イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
は
と
て

も
楽
し
い
で
す
。
友
達
も
増
え
る

し
、
い
い
こ
と
し
か
な
い
で
す
。

み
ん
な
に
や
っ
て
ほ
し
い
く
ら
い

で
す
。

　
　

登
米
市
っ
て
ど
う
で
す
か

―　

自
然
や
田
ん
ぼ
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
生
活
し
や
す
い
し
、
自
転

車
で
行
け
る
イ
オ
ン
の
よ
う
な
楽

し
い
場
所
も
あ
る
。
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
子
ど
も
と

か
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
屋
外
、

屋
内
ど
っ
ち
も
あ
る「
と
め
ま
る
」

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
し
た

ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

―　

コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
減
っ
て
し

ま
っ
た
、
上
の
方
や
下
の
方
と
の

交
流
の
場
が
も
っ
と
あ
っ
て
も
い

い
か
な
と
思
い
ま
す
。
お
年
寄
り

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
る
、
運
動
会

の
よ
う
な
こ
と
で
す
ね
。

今
回
は
子
育
て
マ
マ
と
、
イ
ベ
ン

ト
を
手
伝
っ
て
い
る
生
徒
さ
ん
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
、
取
材
を
行

い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

エ
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
東
北
中
江

公
園
に
お
い
て
市
民
の
手
作
り
マ

ル
シ
ェ
「
と
め
ま
る
２
０
２
４
」

が
開
催
さ
れ
、
飲
食
、
ス
テ
ー
ジ
、

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
の
ブ
ー
ス
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

とめまる2024会場とめまる2024会場

シリーズ 中心市街地等活性化特別委員会
市民説明会・市民ワークショップ開催される

レポート4Voice
第 3 回

今
回
は
「
と
め
ま
る
２
０
２
４
」
で

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　４月に開催された市民説明会並びに、６月に開催された市民ワーク
ショップについて7月19日に報告を受けました。
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ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
市
議
会

だ
よ
り
79
号
・
80
号
に
対
し

て
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
感

想
を
踏
ま
え
、
次
号
以
降
も

さ
ら
に
推
敲
に
推
敲
を
重

ね
、
読
者
目
線
の
紙
面
づ
く

り
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

（
浅
田　

琢
哉
）

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

佐
々
木
好
博

副
委
員
長　

伊
藤　

善
博

委　
　

員　

熊
谷　

康
信

〃  　
　

浅
田　

琢
哉

〃  　
　

遠
藤
真
理
子

〃  　
　

鈴
木　
　

実

〃  　
　

永
島　

順
子

〃  　
　

曽
根　

充
敏

〃  　
　

岩
淵　

正
宏

議　
　

長　

 

関　
　
　

孝

　
『
と
め
市
議
会
だ
よ
り
』

第
80
号
を
お
読
み
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

表
紙
の
絵
画
は
、
市
内
の

高
校
に
依
頼
し
、
佐
沼
高
校

の
伊
藤
葵
さ
ん
よ
り
提
供
頂

い
た
作
品
で
す
。「
思
い
出
」

と
題
し
て
、
夏
祭
り
の
り
ん

ご
飴
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
の

こ
と
で
、
作
者
の
表
現
力
が

光
る
魅
力
の
つ
ま
っ
た
作
品

に
描
き
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
議
会
だ
よ
り
の
本
格
的

な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
相
応
し

く
、
明
る
く
鮮
や
か
な
表
紙

を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
高
校
生
の
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
編
集
委
員
は
、
リ

　夏祭りのりんご飴をイメージして描きました。
　私は夏祭りでりんご飴を買って食べたことがないので、
もし食べられた時はきっといい思い出になるんだろうな
と思いながら描いたものです。
　りんご飴の中にある星は、美味しさのほかにもたくさ
ん魅力的なものが詰まっていることを表現しました。
　苦労したところは、光と影の付け方です。飴のツヤ感
を表現するためにも大切なところなので、こだわるよう
にしました。
　また、りんごの色もなかなかいい色が塗れず、何度も
塗り直しましたが、きれいな色合いにできたので良かっ
たです。

佐沼高等学校 2年 伊藤　葵

とめ市議会だより 第80号
令和６年８月21日発行
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す
い
こ
う

令
和
５
年
度

議
会
個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
状
況
に
つ
い
て

　

第
1
0
0
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
市

政
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、
２
人
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
市
議
会
が
保
有
す
る
個
人
情
報
に

つ
い
て
の
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
及
び

利
用
停
止
請
求
並
び
に
審
査
請
求
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
員
表
彰

氏
　
家
　
英
　
人 

議
員

　
　（
議
員
在
職
15
年
以
上
）

武
　
田
　
節
　
夫 

議
員

◎
特
別
表
彰

　
　（
議
員
在
職
20
年
以
上
）

※
在
職
年
数
に
つ
い
て
は
合
併
前
の
町
議
会
議
員

　

と
し
て
の
在
職
年
数
を
考
慮
し
た
も
の
で
す
。

議会からのお知らせ議会からのお知らせ議会からのお知らせ

　本会議はインターネット中
継でご覧になれます。
　なお、ご不明な点などがご
ざいましたら議会事務局まで
お問合せください。

9月定期議会
9月10日（火）開会予定

スマホで！

表
紙
の
絵
に
つ
い
て

議会中継 facebook

「思い出」

と
め
市
議
会
だ
よ
り
　
第
8
0
号

令
和
６
年
８
月
2
1
日
発
行
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